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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 9,953 △0.5 2,801 △11.6 3,000 △2.7 2,075 △1.6

30年3月期第1四半期 10,008 3.9 3,169 19.1 3,084 30.5 2,109 32.2

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　1,739百万円 （△25.4％） 30年3月期第1四半期　　2,332百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 17.79 ―

30年3月期第1四半期 18.08 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 350,399 158,188 44.7

30年3月期 351,291 157,673 44.4

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 156,458百万円 30年3月期 155,967百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 8.50 ― 10.50 19.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 9.50 ― 9.50 19.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,500 0.2 10,000 △9.6 9,500 △10.7 6,500 △10.5 55.73

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(注)詳細は、添付資料7ページ「2.四半期連結財務諸表及び主な注記(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項(会計上の見積りの変更)」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 116,851,049 株 30年3月期 116,851,049 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 224,078 株 30年3月期 224,074 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 116,626,972 株 30年3月期1Q 116,627,582 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料2
ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種経済政策の下、企業収益は堅調に持続し、

雇用・所得環境は改善、設備投資が増加しており、景気は緩やかな回復基調が継続しました。 

オフィスビル業界においても、東京・大阪各ビジネス地区では低水準の空室率が続き、また、賃料水準もな

だらかな上昇傾向が継続するなど、引き締った堅調な状況が続きました。 

こうした状況の下で、当社グループは積極的な営業活動を展開する一方、競合ビルとの差別化を目指し、ビ

ル管理品質向上活動を推進するなど「ダイビルならでは」のテナントサービスに努めました。その結果、一部

ビルではテナント退出の影響があったものの、全体的には高水準の入居状況を維持することができました。 

当第１四半期連結累計期間の業績は、営業収益は 9,953 百万円と前年同四半期に比べ 54 百万円（0.5％）の

減収、営業利益は 2,801 百万円と 367 百万円（11.6％）の減益となりました。 

営業外損益では、金融収支が改善したことに加え、持分法による投資利益の計上、為替差損が減少しました

が、経常利益は 3,000 百万円と 83 百万円（2.7％）の減益となりました。 

特別損益につきましては、当第１四半期連結累計期間において計上はありませんでした。なお、前年同四半

期は特別損失として固定資産除却損２百万円を計上いたしました。 

この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は 2,075 百万円と 33 百万円（1.6％）の減益となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

①土地建物賃貸事業 

連結売上高の 76.0％を占める当セグメントでは、一部の既存ビルの減収等により、営業収益は 7,561 百万円

と 172 百万円（2.2％）の減収となりました。費用面では、建替え予定のビルの耐用年数の変更に伴い減価償却

費が増加したこと等により、営業利益は 3,037 百万円と 315 百万円（9.4％）の減益となりました。 

②ビル管理事業 

連結売上高の 22.9％を占める当セグメントでは、新規受託物件の受注等により、営業収益は 2,280 百万円と

89 百万円（4.1％）の増収となりましたが、営業利益は 153 百万円と 10 百万円（6.6％）の減益となりました。 

③その他 

連結売上高の 1.1％を占める当セグメントでは、テナント入居に伴う工事管理料および工事請負高が増加し

たこと等により、営業収益は 112 百万円と 28 百万円（33.3％）の増収となり、営業利益は 49 百万円と 12 百万

円（32.9％）の増益となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて 891 百万円減少し、350,399 百

万円となりました。流動資産は、現金及び預金の増加等により、前連結会計年度末に比べて 5,511 百万円増加

し、11,805 百万円になりました。固定資産は、前連結会計年度末に比べ 6,402 百万円減少し、338,594 百万円

になりました。これは主として、減価償却等による建物及び構築物の減少、その他の無形固定資産の減少およ

び持分法適用会社の減資払戻による投資有価証券の減少によるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて 1,406 百万円減少し、192,211 百

万円となりました。流動負債は、前連結会計年度末に比べ 195 百万円増加し、16,239 百万円になりました。こ

れは主として、コマーシャル・ペーパーの増加と未払法人税等の減少等により、差引で増加したことによるも

のであります。固定負債は、長期借入金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べて 1,601 百万円減

少し、175,971 百万円になりました。なお、有利子負債の合計額は、前連結会計年度末に比べて 772 百万円増

加し、142,315 百万円となりました。 

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、為替換算調整勘定が減少しましたが、利益剰余金の増加、

その他有価証券評価差額金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて 514 百万円増加し、158,188

百万円となりました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年４月 27 日公表の数値を修正しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,529 9,974

営業未収入金 998 1,060

たな卸資産 53 51

その他 718 731

貸倒引当金 △6 △12

流動資産合計 6,294 11,805

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 108,720 106,895

土地 157,695 157,729

信託土地 31,231 31,231

建設仮勘定 198 256

その他（純額） 395 360

有形固定資産合計 298,243 296,474

無形固定資産

のれん 1,857 1,711

その他 12,417 11,578

無形固定資産合計 14,275 13,289

投資その他の資産

投資有価証券 30,203 26,484

繰延税金資産 204 210

その他 2,103 2,150

貸倒引当金 △33 △15

投資その他の資産合計 32,478 28,830

固定資産合計 344,996 338,594

資産合計 351,291 350,399
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

負債の部

流動負債

1年内返済予定の長期借入金 3,130 3,115

コマーシャル・ペーパー 5,000 7,000

未払法人税等 1,639 841

役員賞与引当金 79 -

その他 6,194 5,283

流動負債合計 16,044 16,239

固定負債

社債 80,000 80,000

長期借入金 53,412 52,200

受入敷金保証金 25,353 24,860

繰延税金負債 8,852 9,030

再評価に係る繰延税金負債 8,024 8,024

役員退職慰労引当金 61 50

退職給付に係る負債 787 801

環境対策引当金 620 620

その他 460 383

固定負債合計 177,573 175,971

負債合計 193,617 192,211

純資産の部

株主資本

資本金 12,227 12,227

資本剰余金 13,852 13,852

利益剰余金 102,099 102,949

自己株式 △147 △147

株主資本合計 128,032 128,882

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,512 14,135

繰延ヘッジ損益 △4 △2

土地再評価差額金 12,193 12,193

為替換算調整勘定 2,233 1,248

その他の包括利益累計額合計 27,934 27,575

非支配株主持分 1,706 1,730

純資産合計 157,673 158,188

負債純資産合計 351,291 350,399
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

営業収益 10,008 9,953

営業原価 5,941 6,196

営業総利益 4,067 3,757

販売費及び一般管理費 898 955

営業利益 3,169 2,801

営業外収益

受取利息 9 10

受取配当金 309 348

持分法による投資利益 - 230

その他 7 9

営業外収益合計 326 597

営業外費用

支払利息 296 294

為替差損 111 99

その他 3 5

営業外費用合計 411 399

経常利益 3,084 3,000

特別損失

固定資産除却損 2 -

特別損失合計 2 -

税金等調整前四半期純利益 3,081 3,000

法人税、住民税及び事業税 830 810

法人税等調整額 115 90

法人税等合計 946 901

四半期純利益 2,135 2,098

非支配株主に帰属する四半期純利益 26 23

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,109 2,075
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 2,135 2,098

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 803 623

繰延ヘッジ損益 △0 2

為替換算調整勘定 △605 △873

持分法適用会社に対する持分相当額 - △111

その他の包括利益合計 197 △359

四半期包括利益 2,332 1,739

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,306 1,715

非支配株主に係る四半期包括利益 26 23
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（会計上の見積りの変更） 
当社は、平成 30 年 4月 27 日開催の取締役会において、当社が保有する一部のビルの建替の決議をしたことに伴い、

当第 1 四半期連結会計期間より当該ビルにかかる有形固定資産について耐用年数を短縮し、将来にわたり変更して

おります。 

これにより、従来の方法に比べて、当第 1四半期連結累計期間の営業原価が 150 百万円増加し、営業総利益、営業

利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 150 百万円減少しております。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成 29 年４月１日 至 平成 29 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 7,733 2,190 9,924 84 10,008 － 10,008

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 27 559 586 － 586 △586 －

計 7,761 2,749 10,511 84 10,595 △586 10,008

セグメント利益 3,353 163 3,517 37 3,554 △385 3,169

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△385 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△388 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成 30 年４月１日 至 平成 30 年６月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（単位：百万円） 
 報告セグメント 

その他 

（注１）
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結損益

計算書計上額 

（注３）  

土地建物 

賃貸事業 

ビル 

管理事業
計 

売 上 高 

外部顧客への売上高 7,561 2,280 9,841 112 9,953 － 9,953

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 26 568 595 － 595 △595 －

計 7,588 2,849 10,437 112 10,549 △595 9,953

セグメント利益 3,037 153 3,190 49 3,240 △438 2,801

 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事請負、工事管理、不動産仲
介等を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△438 百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△440 百万円等であ
ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の本社人事総務部門等管理部門に係る費用であ
ります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計上の見積りの変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より建替え予定ビルにかかる有形固定資産に

ついて耐用年数を変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「土地建物賃貸事業」のセグメント利益が

150 百万円減少しております。 
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